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現在、露軍は、ハルキウ州東部、ドンバス地域といった「ウ」東部方面への攻撃を強化するとともに、「ウ」各地へのミサイ
ル攻撃を継続。ドンバスの戦闘激化について、「ウ」政府は、「戦争の第二段階」に入ったとの認識を表明
人口密集地へのミサイル・多連装ロケットによる無差別攻撃により、「ウ」一般市民の犠牲者が増加
「ウ」軍発表の露軍損耗は、人員約２万２１００人、戦車９１８両、装甲戦闘車両２３０８両、固定翼機１８４機、ヘリ１５４機
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21日、ショイグ露国防相は、マリウポリを
「解放した」とプーチン大統領に報告。同大
統領は、「アゾフスターリ」製鉄所への突入
は中止し、封鎖するよう指示

「ウ」軍参謀本部は、24日現在も露軍は「ア
ゾフスターリ」製鉄所への攻撃を継続して
いると発表。「ウ」副首相は、露が戦闘停止
を確約せず、同製鉄所構内を含むマリウポ
リ市内に残留する民間人の退避が不可能
となっていると発言

21日、「ウ」軍事専門誌は、露黒海艦隊
司令官が、ミサイル巡洋艦「モスクワ」
沈没の責任を問われ解任・逮捕された
ほか、同艦隊参謀長が取調べを受けて
いると報道

23日、「ウ」軍南部コマンドは、露Tu-95
戦略爆撃機がカスピ海上空から巡航ミ
サイル（少なくとも6発）を発射し、軍事
施設及び住宅が被害に遭ったと発表

24日、ポルタワ州知事は、露軍のミサイ
ル9発によりクレメンチュークのインフラ
施設が被害に遭ったと発表

24日、「ウ」軍参謀本部は、国境から60kmの露領内
に「イスカンデルM」ミサイル発射機が展開中と発表

キーウ市幹部は、同市の全周にわたって
防御施設を強化中であると発言

（2022年4月26日時点）（2022年4月26日時点）

リヴィウ


